生活科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期日　　　平成２９年１１月２９日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所　　　豊見城市立上田小学校　２年４組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　　儀保　由喜子
１　単元名　作ってためして上田っ子（教育出版）
第２次　２・３／２０時間目（３，４校時）
２　本時の目標
　　身近にあるものを使って遊び、材料のもつ特徴や動きのおもしろさに気付くことができるようにする。
３　準備するもの　・ゴム　　・ビニール袋　　・磁石　　・乾電池　　・粘土　　・紐　　
・ガムテープの芯　　・ワークシート　・CD　　・付箋紙
４　本時の展開
	段階
	学習活動
	教師の指導・支援
〇発問例
	備考
評価規準

	であう10分
	１　活動のイメージをつかむため、楽しく｢なかよしソング｣を歌う。

２　本時の学習のめあてを確認する。
	・楽しく活動に入れるように歌詞の意味も確認しながら、学習意欲を高めるようにする。

・今日のめあてについて考えさせる。
いろいろな動かし方をためしてみよう。

	・CDの準備

	




かかわる73分
	３　教科書を見て、身近にあるもの（動力となるもの）を持ち寄り、それらを動かして遊ぶ。
　　　　　　　　　　(33分)

４　動かし方を試し、動きのおもしろさや、動かし方について、友だちと伝え合う。
(10分)

５　おもしろさや動きや工夫
したことなど、気付いたこと
を発表する。
　　　　　　　　　　(15分)


６　動かすもの（動力）と玩具
を関連づけて考え、自分の作りたいおもちゃについて話し合う。　　　　　(10分)
	〇持ってきたもので遊びましょう。どんな動きがあるのか確かめましょう。
・飛ぶもの、特にゴムなどについては、壁にお向かって飛ばすなど安全面に配慮できるように指導する。

〇速く飛ぶものは、どんなものですか。ふわっと飛ぶものはどんなものですか。
・教科書のオノマトペ（ビュン、ヒューン、ゴロゴロ、コロコロなど）参考にさせる。

〇遠くへ飛ぶためにどうしましたか。長い時間回すためにどうしましたか。
・動かすもの（動力）は動かし方と大きく関わっている。初めて遊んだ直感的な言葉を記録しておく。

〇おもちゃを動かすものがわかってきましたね。これを使ってどんなおもちゃを作りたいですか。
・ワークシートに記入させる。
	・ゴムの力
・空気や風の力
・おもりの力
・磁石の力
・摩擦の力

【評価】
動力に気付いている。　　　　　（気）


・ワークシート配布



【評価】
身近にあるものの中
から、使ってみたい
ものを見つけたり遊
びを考えたりしてい
る。　　　　　（思）

	まとめる７分
	７　友だち（となり）のいいところを探して付箋紙に書いて渡す。　　　　　　(10分)

８　学習の見通しをもつ。(2分)
	・本時の活動を振り返り、感想を発表させる。
・友だちの良いところを探して付箋紙に書いて・読んで渡すように説明する。また
　もらったら、ワークシートの下に張る。
・次時は、動くおもちゃの計画を知らせる。
	
・付箋紙を配布



５　板書計画◎友だちのいいとこみつけ！
◎クラスのいいとこみつけ！
◎今日のふりかえり
◎うごきのおもしろさや
うごかし方
わゴム　→　ビュン
ビニールぶくろ　→　ヒューン
ねん土　　→　ごろごろ
[bookmark: _GoBack]トイレットペーパーのしん　→コロコロ
・友だちとなかよく使う。
・人にむかってなげたり、とばしたりしてはいけない
◎どんなうごきがあったかな？
◎おもしろさやうごきやくふうしたこと
◎遊ぶときに気をつけること
・おもりの力
・じしゃくの力
・ゴムの力
・風の力
いろいろなうごかし方をためしてみよう。
作って　ためして　上田っ子
めあて

